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研究者の詳しい経歴や業績などは、以下を参

照。 

https://k-komura.jimdofree.com/ 

わが子は、順調に運動発達して

いるのかな？ 

保護者 

体育の先生 

子どもの「動きを高める」ため

の授業に活用できるツールは

ないかな？ 

【研究の背景】 

家庭や教育現場で、子どもの運動発達を評価し、

子育てや教育に活かしたいというニーズがある。 

【問題点】 
・現在使用されている運動発達の観察評価（走

動作の観察評価の例では、腕は振れているか？

膝は上がっているか？など）は、測定の信頼性・

妥当性を担保するために、評価者の高度なトレ

ーニングが必要。 

・多数の動作ポイントを評価していくために、録画

した映像を繰り返し見る必要があり、評価を完了

するために多大な時間を要する。 

・動作の判断基準に評価者の主観や個人差が

含まれてしまう。 

【研究の目的】 

複雑で時間のかかる動作発達評価を人工知能（AI）を

使って自動化し、「誰でも」、「手軽に」行うための評価

システムを開発すること。 

【システムの概要】 

動作映像から自動的に

関節点の座標を検出 

（VideoPose3D) 

主要な関節角度などを

算出 

➢ スマートフォンなどで子どもの運動動作を撮影し

て即座に動作発達段階を評価。 

➢ 体力測定イベント等で動作の発達段階を評価。 

➢ 数値をもとに、体育授業で詳細な運動のフィード

バックと考察を可能に。 

【技術の社会実装】 

【関連発表】 

香村. AIを活用した動作評価の可能性と展望 . 体育科教育 , 

68(5):44-47, 2020. 


